
戦
前
呉
市
に
お
け
る
洋
画
団
体
の
変
遷
と
創
作
動
向

戦前呉市における洋画団体の変遷と創作動向 一 呉独立美術研究会とその周辺

ー

呉
独
立
美
術
研
究
会
と
そ
の
周
辺
｜

は
じ
め
に

戦
前
の
呉
市
洋
画
壇
に
お
け
る
中
心
的
団
体
は
水
彩
画
を
主
に
し
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て

一
九
三
六
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
油
彩
画
を
中
心
に

創
作
活
動
を
展
開
し
た
独
立
展
系
の
画
家
集
団
が
い
た
。
こ
の
集
団
は
呉
独
立

美
術
研
究
会
の
名
前
で
活
動
し
、
表
現
に
お
い
て
も
写
実
的
表
現
が
主
流
の
呉

市
に
お
い
て
フ
ォ

l
ビ
ズ
ム
、
キ
ユ
ビ
ズ
ム
、
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
な
ど
当
時

の
独
立
展
で
行
わ
れ
て
い
た
先
進
的
な
表
現
を
実
践
し
て
い
た
。

戦
前
の
呉
市
に
お
け
る
美
術
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
千
田
武
志
氏

「呉
市
史
」
第
五
巻
第
五
章
第
二
節
五
美
術

の

呉
市
役
所

一
九
八
七
年
、
「呉

市
美
術
界
の
特
徴
と
呉
美
術
協
会
の
設
立
」
（
呉
美
術
協
会
五
O
年
記
念
誌

『美

術
く
れ
』

一
九
九
六
年
）
、
倉
橋
清
方
氏
の
「
呉
線
沿
線
の
美
術
｜
戦
前
の
呉

地
域
を
中
心
に
｜
」
（
図
録
『呉
線
沿
線
の
美
術
』
呉
市
立
美
術
館
二
O
O
七
年
）
、

「
呉
美
術
協
会
の
発
足
と
大
正

1
昭
和
戦
前
期
の
呉
美
術
」
（
呉
美
術
協
会
創
立

向

井

成

六
O
年
記
念
誌

『美
術
く
れ
』
二

O
O
六
年
）
な
ど
総
論
的
記
述
が
多
い
。
本

稿
で
は
呉
独
立
美
術
研
究
会
の
活
動
状
況
を

一
九
二
0
年
代
か
ら
四
五
年
ま

で
の
呉
市
に
お
け
る
洋
画
団
体
の
変
遷
の
流
れ
の
中
で
、
新
聞

・
雑
誌
資
料
と

聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
跡
づ
け
る
。
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以
下
、
本
稿
で
は
、

ー
で
呉
市
洋
画
壇
の
誕
生
と
変
遷
に
つ
い
て
、
2
で
宇

根
元
警
と
呉
独
立
美
術
研
究
会
結
成
の
関
係
に
つ
い
て
、

3
で
呉
独
立
美
術
研

究
会
が
主
催
し
た
展
覧
会
や
独
立
美
術
協
会
展
へ
の
出
品
状
況
を
基
に
、
同
会

の
盛
衰
に
つ
い
て
、

4
で
呉
独
立
美
術
研
究
会
会
員
個
々
の
創
作
動
向
に
つ
い

て
、
5
で
戦
前
に
来
広
し
た
独
立
美
術
協
会
会
員
清
水
登
之
と
田
中
佐
一
郎
の

活
動
と
広
島
・
呉
の
画
家
へ
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
た
う
え
、

6
で
呉
市
の
文

化
的
特
性
と
独
立
美
術
研
究
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
を
一不
す
。
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1
．
呉
市
に
お
け
る
洋
画
壇
の
誕
生
と
変
遷

呉
市
に
お
け
る
洋
画
壇
の
誕
生
に
つ
い
て
は
一
九
二
0
年
代
と
す
る
資
料
が

あ
る
。
こ
の
頃
に
活
動
を
開
始
し
た
長
田
健
雄
、
朝
井
清
、
宇
根
元
警
の
三
人

は
そ
の
後
の
活
躍
か
ら
ま
さ
に
呉
市
洋
画
壇
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
い
え
る
。
こ
の

三
人
を
中
心
に
組
織
的

・
継
続
的
活
動
を
行
っ
た
最
初
の
大
き
な
洋
画
団
体
と

し
て
ポ
ベ
ニ
エ
会
が
誕
生
す
る
。
同
会
は
文
化
活
動
に
理
解
の
深
い
青
木
実
医

師
の
仲
立
ち
に
よ
っ
て
、
海
軍
士
官
と
呉
市
内
小
学
校
教
員
を
主
な
メ
ン
バ

ー

と
し
て
二
八
年
八
月
頃
に
発
足
、
翌
年

一
月
に
第

一
回
展
を
開
催
し
て
い
る
。

同
会
は
、
洋
画
を
志
す
者
や
そ
の
愛
好
家
た
ち
が
集
ま
っ
て
緩
や
か
に
組
織
さ

員
の
作
品
を
貸
出
し
、
市
民
へ
の
宣
伝

れ
た
団
体
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
会
は
単
な
る
創
作
団
体
で
は
な
く
、
市
民
に
会

と
絵
画
趣
味
を
養
成
す
る
と
い
っ
た

て啓
い蒙
~I j舌
w 動

な
ど
幅
広
し、

活
動
を
イ丁
てコ

お
お
ら
か
な
団
体
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
や
が
て
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
が
目

指
す
方
向
に
枝
分
か
れ
し
て
い
く
。

一
九
一
一
一
一
年
に
学
校
教
員
を
中
心
と

し
た
水
彩
画
グ
ル
ー
プ
呉
蒼
原
会
、
翌

年
に
長
田
健
雄
ら
市
内
学
校
の
教
員

図1 第2回海港美術展覧会会場風景

1932年（於中国新聞社呉市呉支局中国会館）

を
中
心
と
し
た
水
彩
画
グ
ル
ー
プ
で
そ
の
後
の
戦
前
呉
市
洋
画
壇
で
中
心
的
存

在
と
な
る
互
歩
会
、
そ
し
て
三
六
年
に
独
立
展
系
の
油
彩
画
の
グ
ル
ー
プ
呉
独

立
美
術
研
究
会
が
誕
生
す
る
。

ポ
ベ
ニ
エ
会
が
誕
生
し
た
の
と
同
じ
頃
の

一
九
二
九
年
に
、
益
川
知
明
を
中

心
に
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト
会

（一一二

年
か
ら
海
港
洋
画
協
会
と
改
名
）
が
結
成

さ
れ
て
い
る
。
同
会
の
展
覧
会
に
は
、
当
時
広
島
市
に
あ
っ
て
前
衛
的
で
あ
っ

た
山
路
商
、
檎
山
武
夫
、
設
光
、
福
井
芳
郎
や
後
に
日
本
画
に
転
向
す
る
賀
茂

郡
広
村

（現
呉
市
広
）
出
身
の
船
田
信
夫

（玉
樹
）
が
出
品
し
て
い
る
。
ポ
ベ

ニ
エ
会
と
は
異
な
る
勢
力
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
団
体
で
あ
る
。

2
．
字
根
元
警
と
呉
独
立
美
術
研
究
会
の
結
成
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一
九
三
六
年
の
夏
頃、

ポ
ベ
ニ
エ
会
の
独
立
展
系
の
画
家
を
中
心
に
呉
独
立

美
術
研
究
会

（以
下
呉
独
立
と
表
記
）
が
結
成
さ
れ
、
荒
井
不
可
志
・鎌
田
功
冶
・

鎌
田
知
治

・
空
野
洲
絵
人
（
八
百
蔵
）
・
三
王
重
志

・
吉
田
務
に
よ

っ
て
翌
年

五
月
二
八
日
か
ら
三

O
日
に
第

一
回
新
作
発
表
展
が
呉
銀
行
で
開
催
さ
れ
た
。

呉
独
立
は
独
立
美
術
協
会
展

（以
下
独
立
展
と
表
記
）
出
品
者
あ
る
い
は
同

展
へ
の
出
品
を
目
指
す
人
達
が
集
ま
り
会
員
相
互
に
作
品
を
持
ち
寄
り
互
い
に

批
評
す
る
研
究
会
と
し
て
始
ま

っ
て
お
り
、
中
央
画
壇
の
美
術
動
向
に
敏
感
で

あ
り
独
立
展
へ
の
強
い
指
向
性
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
ポ
ベ
ニ

工
会
で

の
彼
ら
の
先
輩
格
で
す
で
に
上
京
し
独
立
展
に
出
品
を
続
け
創
作
活
動
を
行
つ



字
根
元

て
い
た
宇
根
元
警
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

警
（
う
ね
も
と
け
い
）

一
九
O
四
年
八
月
二
日
1
一
九
七

O
年

九
月
二
五
日

一
九
O
四
年
安
芸
郡
吉
浦
村

（
現
呉
市
士
口
浦
）
に
生
ま
れ
る
。
二
四
年
に
広

戦前呉市における洋画団体の変遷と創作動向 一 呉独立美術研究会とその周辺

島
県
広
島
師
範
学
校
を
卒
業
し
教
員
と
な
る
。
広
島
市
を
中
心
と
し
た
教
員
の

美
術
展
で
あ
る
イ
ー
ゼ
ル
会
主
催
よ
る
教
員
美
術
展
、
広
島
県
美
術
協
会
展
な

ど
に
出
品
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

一二

O
年
に
は
第
五
回

一
九
三

O
年
協
会
展
、

翌
年
の
独
立
展
第

一
回
展
に
出
品
す
る
な
ど
早
く
か
ら
中
央
展
へ
出
品
し
て
い

の
清
水
登
之
に
師

る
。
三
二
年
に
宇
根
元
は
上
京
し
教
職
の
か
た
わ
ら
当
時
独
立
美
術
協
会
員

事
、
四

O
年
に
は

第
一

O
回
独
立
展

出
品
作
《
葡
萄
》

（図

2
）

で
独
立

賞
を
受
け
て
い

る

3
．
呉
独
立
美
術
研
究
会
の
盛
衰

宇根元警〈葡萄）1940年

第10回独立展

呉市立美術館所蔵

図2

一
九
三
七
年
五
月
二
八
日
か
ら
三
O
日
に
開
催
さ
れ
た
呉
独
立
美
術
研
究
会

第

一
回
新
作
発
表
展
に
つ
い
て

『呉
新
聞
』

一
九
三
七
年
五
月
二
五
日
第
二
面

に
つ
ぎ
の
様
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
昨
年
の
夏
、
在
呉
の
独
立
美
術
展
出
品
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
呉
独
立

美
術
研
究
会
で
は
発
会
以
来
毎
月
会
員
相
互
の
真
撃
な
る
研
究
精
進
に
よ
っ
て

各
自
の
美
意
識
を
培
っ
て
い
た
が
、
本
年
三
月
本
邦
洋
画
壇
の
前
衛
と
し
て
権

威
あ
る
独
立
美
術
協
会
展
に
四
名
の
入
選
者
を
だ
し
、
呉
洋
画
壇
の
た
め
万
丈

の
気
を
吐
き
、
今
や
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
確
固
た
る
地
位
を
占
め
る
に
い

と
に
本
通
六
丁
目
呉
銀
行
楼
上
で
、
第

た
っ
た
の
で
、

二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、

中
国
新
聞
社
呉
支
局
後
援
の
も

一
回
新
作
発
表
展
を
蓋
明
け
す
る
こ
と

に
な
っ
た
、
会
員
は
左
記
六
氏
で
作
品

は
独
立
展
入
選
の
傑
作
を
は
じ
め
、

ず
れ
も
五
十
号
以
上
の
大
物
揃
ひ
、
各

人
五
点
乃
至
十
点
の
多
き
に
達
し
て
い

る
」
（
図
3
）

し、

呉独立美術研究会

第1回新作発表展会場風景

1937年 （於呉銀行）
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呉
独
立
の
活
動
は

一
九
四
三
年
五
月
に
呉
新
聞
社
で
開
催
さ
れ
た
第
八
回
新

図3

て
表
1
の
と
お
り
開
催
さ
れ
て
い
る
。

作
品
展
ま
で
続
い
て
お
り
、
六
年
間
に
九
回
の
展
覧
会
が
呉
独
立
主
催
に
よ
っ

一
九
四
O
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
呉
独
立
は
全
盛
期
を
迎
え
て
い
る
。
四
O

年
三
月
二
・三
日
に
中
国
新
聞
社
呉
支
局
に
お
い
て
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
独

立
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
年
の
第
九
回
独
立
美
術
協
会

秋
季
展
に
出
品
さ
れ
た
同
協
会
員
で
あ
る
林
武
、
高
畠
達
四
郎、

田
中
佐

一
郎
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表 1 呉独立美術研究会が主催した展覧会

開催年 会期 展覧会名 43、5全均日切－ 後援 出品者 出品数 出!II~資料

呉独立美術 荒井不可志鎌田功治，

1 1937 昭和 125.28-30 
研究会

呉銀行
中国新聞 鎌田知治，空野洲絵人，

50数点
呉新聞

第 1回新作 社呉支局 三王重志，吉田務 （以上 S.12.5.25/29 

発表展 6名）

呉独立美術 呉新岡本
荒井不可志，鎌田功治，

2 1937 昭和 129.11-19 
研究会 福屋百貨 社，中国

鎌田知l治，空野洲絵人， 約35点
呉新聞

第2匝l小品 店（呉市）新聞社呉
三王重志（以上5名）

S.12.9.10 

展覧会 支局

呉独立美術 荒井不可志．鎌凹功治 （出

3 1938 昭和 137.1 3 
研究会

呉銀行
中国新聞 征中）， 三王重志．鎌田知

50余点
呉新聞

第3回新作 社呉支局 治，空野洲絵人， 吉田宗 S.13.6.24 

発表展覧会 一（以上6名）

呉独立美術
荒井不可志．鎌田功治 （出

研究会

4 1938 目白和 13
11.13-
第4回洋画

福屋百貨 中国新聞 征中）， 三王重志，鎌田知
不明

呉新聞

15 店（呉市） 社呉支局 治，空野洲絵人，吉田宗 S.13.11.15 
新作小品展

一（以上推定6名）
J同；；七di;

呉独立美術
吉田宗一．荒井不可志，

研究会

5 1939 昭和 145.26-28 第 5回洋画 呉銀行
中国新聞 空野洲絵人，三王重志，

45点
呉新民］

新作品展覧
社呉支局 鎌田知治，木村成美，吉 S.14.5.24/27 

メ.£，、' 
回務（以上7名）

林武，高畠遠四郎ら 1939

年開催の独立美術協会

．．秋季展”の会員作品20

紀元二千六 点に加えて、鎌田功治．

6 1940 llH和 153.2-3 
百年宣告祝“独 中国新聞 中国新聞 吉田宗一、空野洲絵人，

41，点
呉新聞

立美術展覧 社呉支局 社呉支局 鎌田知治，吉田務，荒井 S.15.3.1/ 2 
会” 不可志，木村成美， 三王

重志，水本消（以上9名）

ら呉独立美術研究会貝作

品21点

呉独立美術
鎌田知冶．吉田務，荒井

7 1940 昭和 15
11.10-研究会 中国新聞 中国新聞

不可志，木村成美（以上 30余点
呉新聞

11 第 6回洋画 社呉支社 社呉支社
4名）

S.15.11.1 

新作品展

第7回（呉） 呉新 ｜計l
鎌田知治，吉田務，藤田

8 1942 昭和 174.27 29 
独立美術研

呉新聞社
社．中国

幸子，荒井不可志，木村 30余点
呉新聞

究会 新聞社呉 S.17.4.27 /28 

洋画展覧会 支社
成美（以上5名）

呉独立美術 呉新聞
鎌田知治，吉田務，木村

中国新聞

研究会 社，中国 S.18.5.14 
9 1943 昭和 185.15 17 

第 8巨l新作
呉新聞社

新聞社呉
成美 ，荒井不可志（以上 40，点

呉新間

品展 支社
4名）

S.18.5.16 

＊呉新聞（大正14年創刊）は中国新聞の姉妹紙で、記事は 『中国新聞j呉版と重複することが多く、ま
た中国新聞呉支社（局）と呉新聞本社は同一の建物内にあった。
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な
ど
一
二
作
家
の
作
品
二

O
点
を
借
り
受
け
、
呉
独
立
会
員
九
名
の
作
品
一一一

点
を
加
え
た
展
覧
会
で
あ
る
。
独
立
美
術
協
会
を
代
表
す
る
作
家
の
新
作
と
呉

戦前呉市における洋画団体の変遷と創作動向 一 呉独立美術研究会とその周辺一

独
立
会
員
に
よ
る
展
覧
会
は
、
呉
独
立
が
主
催
し
た
展
覧
会
の
中
で
も
最
も
華

や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。

同
年
に
吉
田
宗
一

、
空
野
洲
絵
人
、

三
王
重
志
、
水
本
清
、
鎌
田
功
治
の
五

名
が

一
身
上
の
都
合
で
呉
市
を
離
れ
る
と
い
う
事
態
に
陥
っ
た
が
、
空
野
洲
絵

人
と
鎌
田
功
治
は
同
会
に
籍
を
残
し
、
新
た
に
木
村
成
美
、
吉
田
務
が
加
入
し
、

四

一
年
の
第

一
一
、
翌
年
の
第

二
一
回
独
立
展
で
は
出
品
し
た
、
荒
井
不
可
志
、

鎌
田
功
治
、
鎌
田
知
冶
、
空
野
洲
絵
人
、
木
村
成
美
、
吉
田
務
の
六
名
全
員
が

入
選
を
果
た
す
と
い
う
快
挙
を
な
し
と
げ
て
い
る
。

こ
の
時
、
鎌
田
知
治
は
当
時
の
新
聞
に
「
全
国
的
に
見
て
呉
ほ
ど
独
立
展

常
連
の
多
い
地
方
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
語
っ
て
い
る
。
表
2
は
呉
独
立
会
員

も
含
め
て
、

一
九
＝
二

年
の
第

一
回
か
ら
四
四
年
の
第

一
四
回
展
ま
で
独
立

展
に
入
選
し
た
呉
市
出
身
画
家
と
出
品
作
品
名
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
第

一
・
一一一
回
展
に
お
け
る
広
島
県
出
身
画
家
は
二
一
名
、
そ
の
う
ち
呉
独
立

会
員
で
あ
っ
た
画
家
は
七
名
、
呉
市
出
身
画
家
ま
で
含
め
る
と
一

O
名
と
高
い

割
合
を
占
め
て
い
る
。

急
速
に
力
を
つ
け
充
実
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
た
呉
独
立
も
他
の
呉
市
の

美
術
団
体
同
様
、
時
代
の
波
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

九
四

年
に
呉
海
軍
を
後
ろ
盾
に
し
た

「呉
海
洋
美
術
協
会
」
が
設
立
さ
れ
る
。
二
年

前
の
三
月
に
は

一
部
市
民
に
対
し
て
切
符
制
に
よ
る
米

・
砂
糖
の
配
給
制
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
画
材
の
入
手
も
困
難
を
極
め
、
軍
港
都
市
で
あ
っ
た
呉
市
に

お
い
て
は
、
海
軍
の
援
助
無
し
に
は
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ

た
。
呉
独
立
の
鎌
田
知
治
は
創
作
環
境
の
悪
化
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
つ

て
い
る
「
そ
れ
に
時
局
柄
材
料
の
よ
い
も
の
が
手
に
入
ら
ず
口
口
的
に
も
物
質
的
に

も
随
分
打
ち
の
め
さ
れ
ま
し
た
、
し
か
し
不
思
議
に
内
か
ら
力
が
燃
え
上
が
つ

て
き
て
、
仕
事
は
着
々
と
は
か
ど
り
ま
し
た
、
昨
夜
入
選
電
報
を
手
に
し
て
紀

元
二
千
六
百
年
を

一
一層
輝
か
し
く
記
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
や
う
で
す
」

呉
海
洋
美
術
協
会
の
会
員
に
は
呉
独
立
の
他
に
、
呉
市
洋
画
壇
に
お
い
て
中

心
的
な
団
体
で
あ
っ
た
互
歩
会
、
呉
蒼
原
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
呉
市
の
主
な
美

術
団
体
は
同
協
会
に
集
約
さ
れ
た
。
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一
九
四
三
年
五
月
に
は
、
呉
海
洋
美
術
協

会
を
は
じ
め
呉
市
内
の
一
七

O
の
全
て
の
文
化
団
体
は
呉
市
翼
賛
会
文
化
部
に

統
合
さ
れ
た
。
四
三
年
五
月
一
五
日
か
ら

一
七
日
に
呉
新
聞
社

（中
国
新
聞
社

呉
支
社
）

で
開
催
さ
れ
た
呉
独
立
美
術
研
究
会
第
八
回
新
作
品
展
を
最
後
に
呉

独
立
と
し
て
の
活
動
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

4
．
呉
独
立
美
術
研
究
会
の
画
家
た
ち

本
章
で
は
呉
独
立
会
員
個
々
の
戦
前
に
お
け
る
活
動
状

況
を
概
観
す
る
。

鎌
田
知
治

〔知
路
〕

（か
ま
だ
と
も
じ
）

一
九
O
七
年



(Jl 

〈コ

表2 呉独立美術研究会会員及び呉市出身画家の独立展出品状況 （戦前）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
字根冗警

1931 lit]和6 第1回 ｛花を配した静
物 （A))

1932 H百和7 第2fill 
荒井街〔不可志〕宇根冗警

｛互主る製氷会社｝(Jのf象｝

1933 llH和8 第3回
宇根冗聖子 常安静人 ニ好光志 吉田宗一
｛静物〉 ｛静物｝ ｛洋燈其他｝｛庭｝｛静物｝

1934 H百平119 第4回
荒井街〔不可志〕宇根JC瞥 鎌田功治

｛海淡ノiJJ) ｛ガード風景｝ ｛電車と車庫附近｝

1935 H百手日10第5巨l
荒井街〔不可志〕字根JC瞥 鎌田功治 鎌田知治 常安静人 吉田宗一

｛山｝ ｛紙鳶持つ子供｝{j静物〉 ｛晩秋｝ ｛果物など｝ 〈要塞砲｝

字根元警 鎌回功治
鎌田知治

常安静人 吉田宗一
1936 昭和11 第6回

｛かに｝ 〈新緑と白壁｝
｛サボテンのあ

〈風景il品室村｝ ｛海岸風景｝
る風景｝

荒井不可志 宇根元主主
鎌凹功治

鎌田知治
空野洲絵人

吉田宗一
1937 UH和 12 第7回

｛海演〉 ｛えび｝
｛とうもろこし

｛岩i貧｝
〈かぼちゃ畠と

｛室内静物｝
花くだ物〉 いが茄子｝

1938 lltl和 13 第8回
荒井不可志 字根冗章子 阿部繁夫 鎌聞知治 空野洲絵人 常安静人 吉田宗一

｛母子｝ 〈海｝ ｛風景〉 ｛山｝ ｛室戸印象〉 ｛涼夜〉 ｛｜旬烏展望｝

1939 附和14 第9回
荒井不可志 宇根JC警 阿部繁夫 鎌田知治 受野洲絵人 常安静人 吉岡宗一
｛風景 （B)) {i.（（＼り｝｛森の中｝｛風景A) ｛村童〉 ｛貝ト木｝ ｛鳩〉 ｛海遊｝

荒井不可志 字根元主？ 阿部繁夫 鎌田:;IJ治 鎌田知l路〔知治〕
空野洲絵人

常安静人 吉田宗一
1940 H百和 15第10回

｛海士量｝ ｛水窓｝｛葡萄｝〈月と人物｝ ｛徐州民＼-J;t} ｛蓮沼｝
｛長者森 （秋芳

｛水遊｝｛桜鑑〉｛丘｝
益）｝

荒井不可志 字娘元聖子 阿部繁夫 鎌田功治 鎌田知l路〔知治〕 木村成美
空野洲絵人

常安静人
吉田宗一

吉田務
1941 昭和16第llI百l 〈奇岩とコロン ｛潟ill;~主〉

｛風景〉 ｛樹林Hi質溢｝｛花のある庭｝ 〈土｝ ｛収穫｝ ｛樹木〉
ケッ ト｝

｛入江｝
〈尾道風景｝

0量！＼）立｝

常安静人

1942 H百手口17第 12回
荒井不可志 宇根元警 岡部繁夫 鎌田功治 鎌田知路〔知治〕木村成美 空野洲絵人 ［会友］ 吉岡宗一 吉田務

｛子供達｝ 〈早春｝｛秋栄〉｛風景 （二）｝ ｛勝山残雪｝ ｛呉晋｝ 〈池畔〉 ｛芋掘り (1)) ｛収穫 （ー）｝ ｛山総｝ ｛風景A)
〈収穫 （二）｝

荒井不可志
宇根JC讐

阿部繁夫 空野洲絵人
1；＼＂安静人

吉田宗一 吉田務
1943 H百平日18第13回

｛海溢｝
［会友］

｛風景｝ ｛十六羅漢〉
［会友］

｛残雪｝ 〈靭l焼〉
｛良人〉 ｛樹々は1Tる｝

字根冗響
空野洲絵人

常安静人
15ι'fl’ff、・一－ 吉凹務

1944 昭和 19第14回 ［会友］
｛戦う漁村〉

［会友］
〈採来｝ ｛松原｝

｛耕地｝｛麦刈｝ ｛出漁｝｛漁婦｝

＊網掛けは呉独立美術研究会員であった作家 『昭和期美術展出品目録／戦前編j東京文化財研究所美術部編により作成
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ー
一
九
八
O
年

戦
前
期
に
は

「知
治
」
「
知
路
」
の
名
前
を
併
用
し
て
い
る
。

一
九
O
七
年
、
呉
市
に
生
ま
れ
る
。
二
五
年
、
広
陵
中
学
卒
業
。
呉
市
鍋
小

学
校
の
代
用
教
員
と
な
る
。
三

O
年
、
第
五
回

一
九
三
O
年
協
会
展
に
知
路
の

戦前呉市における洋画団体の変遷と創作動向 呉独立美術研究会とその周辺一

名
前
で

《
ヒ
マ
ワ
リ
と
カ
ニ
》《
ぎ
ざ
み
》
を
出
品
し
入
選
。
同
年
、

ポ
ベ
ニ

工
会
第
三
回
展
に

《水
仙
と
鳩
》《
鍋
の
中
の
小
魚
》
を
出
品
。
三
三
年
、
正

教
員
認
定
に
合
格
し
正
教
員
と
な
る
。
三
六
年
、
第
五
回
独
立
展
に
《晩
秋
》（
図

4
）
を
出
品
入
選
、
以
後
四
二
年
の
第

一二
回
展
ま
で
同
展
に
連
続
入
選
。

ポ
ベ
ニ
エ
会
第
三
回
展
に
出
品
さ
れ
た
鎌
田
知
治
の
作
品
評
が

『芸
備
日
日

新
聞
」

一
九
三
O
年

一
O
月
一一一

日
第
二
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
非
常
に
勇
敢
な
人
ら
し
い
。
恐
ろ
し
く
キ
ツ
イ
絵
だ
。『
水
仙
と
鳩
』
『
鍋

の
中
の
小
街
…
』
は
比
較
的
静
か
な
態
度
で
観
照
さ
れ
た
絵
の
よ
う
だ
が
何
と
な

く
こ
の
人
の
領
域
で
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
や
は
り

『さ
ざ
え
と

か
に
の
腹
』『
原
書
の

一
ペ
ー
ジ
」
乃
至
「蛙
と
か
た
つ
む
り
な
ど
の
居
る
庭
』『
女

教
員
と
か
に
』
な
ど
が
本
領
の
様
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
は

『蛙
と
か
た
つ
む

り
な
ど
の
居
る
庭
』
が
最
も
す
き
で
す
。
野
趣
の
横
溢
し
た
奔
放
で
自
由
な
世

界
を
称
え
ま
す
。
こ
ん
な
の
を
見
る
と
貧
乏
く
さ
い
絵
な
ど
は
犬
に
食
わ
れ
て

し
ま
え
と
い
う
気
が
し
ま
す
。」

こ
の
評
者
は
呉
市
出
身
の
官
展
系
画
家
の
水
船
三
洋
（
同
じ
く
呉
市
出
身
の

彫
刻

・
版
画
家
水
船
六
州
の
実
兄
）
で
、
前
年
に
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
し
て

い
る
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
表
現
ス
タ
イ
ル
を
習
得
し
た
ば
か
り
の
水
船
三
洋
に

と
っ
て
は

「キ
ツ
イ
絵
」
と
い
う
印
象
を
も
ち
な
が
ら
も

「野
趣
の
横
溢
し
た

価
し
て
い
る
。

奔
放
で
自
由
な
世
界
を
称
え
ま
す
o
」
と
水
船
三
洋
自
身
に
は
な
い
魅
力
を
評

図4

鎌田知治〈村童｝1939年

第9回独立展

図5

図
4
は
三
五
年
の
第
五
回
独
立
展
に
出
品
し
た
作
品
で
あ
る
が
空
間
の
変
形
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に
よ
る
画
面
全
体
に
う
ね
り
の
様
な
動
き
が
あ
り
フ
ォ

l
ビ
ズ
ム
の
影
響
が
見

て
と
れ
る
。
図
5
の
三
九
年
の
第
九
回
独
立
展
に
出
品
し
た
作
品

《村
童
》
で

は
、
画
面
の
う
ね
る
よ
う
な
動
き
は
消
え
て
静
か
さ
さ
え
感
じ
る
。
近
景
に
は

作
者
の
幼
い
頃
の
記
憶
の

一
場
面
の
様
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
描
か
れ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
遠
景
の
水
平
線
や
空
と
雲
の
表
現
は
時
代
の
閉
塞
感
を
表
す
か
の
よ

谷
省
吾
氏
は
、

「地
平
線
の
夢

う
な
不
安
な
世
界
を
感
じ
さ
せ
る
。
東
京
国
立
近
代
美
術
館
主
任
研
究
員
の
大

序
論
」
に
お
い
て
、
昭
和

一
0
年
代
の
幻
想

絵
画
に
広
く
地
平
線
や
水
平
線
を
境
に
し
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
不
安
な
世
界
が
数

多
く
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
の
影
響
だ
け
で
は
な
く

社
会
の
閉
塞
感
を
背
景
と
し
た
広
い
意
味
で
の
新
浪
漫
主
義
の
表
れ
で
あ
る
と

し
て
い
る
料
、

《
村
童
》
に
お
い
て
も
水
平
線
を
境
に
ユ

ー
ト
ピ
ア
と
不
安
な
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世
界
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。
四
O
年
の
図
6
で
は
蓮
沼
で
働
く
人
を
描
い
て
い

鎌
田
知
治
は
ポ
ベ

る
が
、
以
前
よ
り
写
実
的
な
表
現
に
変
化
し
て
い
る
。

ニ
エ
会
員
か
ら
呉
独

立
に
設
立
に
参
加
し

呉
独
立
主
催
の
九
回

全
て
の
展
覧
会
に
出

品
、
呉
市
に
在
住
し

創
作
活
動
を
継
続
し

鎌田知治〈蓮沼）1940年

第10回独立展

た
鎌
田
功
治
は
実
兄
。

て
お
り
同
会
の
最
も
中
心
に
な
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
呉
独
立
会
員
で
あ
っ
図6

鎌
田
功
治
（
か
ま
だ

一
O
日
1
一
九
七
五
年
一

ヲ」、つじ）

一
九

O
二
年
六
月

一
九
O
二
年
、
呉
市
二
河
通
に
生
ま
れ
る
。
三

O
年、

一
月
二
八
日

園
撃
院
大
準
高
等
師
範
部
卒
。
呉
市
岩
方
尋
常
小
学
校
に

赴
任
。
三
四
年
第
四
回
独
立
展
に
出
品
の

《電
車
と
車
庫

か
ら
一

一一
固
ま
で
入
選
。

付
近
V

で
初
入
選
。
以
後
、
独
立
展
に
は
、
第
五
回
か
ら
七
回
展
、
第

一
O
回

呉
独
立
主
催
の
展
覧
会
に
は
第
一
回
展
か
ら
第
四
回
展
ま
で
と
紀
元

二
千
六
百
年
奉
祝
独
立
美
術
展
の
五
回
に
出
品
を
し
て
い
る
。

二
七
年
に
応
召
し
北
支
に
赴
く
。

二
九
年
に
帰
還
。
翌
年
、
教
職
を
い
っ

た
ん
退
き
中
華
民
国
青
島
に
住
む
。

四
五
年
、
呉
空
襲
に
よ
り
そ
れ
ま
で

に
制
作
し
た
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
消

失
し
て
い
る
。
呉
独
立
会
員
で
あ
っ

た
鎌
田
知
治
は
実
弟
。
図
7
は
三
六

年
の
作
品
で
あ
る
が
、
前
景
の
道
の

鎌田功治〈新緑白壁〉

1936年第6回独立展

が
見
て
と
れ
る
。

描
写
な
ど
に
ヴ
ラ
マ
ン
ク
風
の
強
い
タ
ッ
チ
が
み
ら
れ
フ
ォ

l
ビ
ズ
ム
の
影
響

図7

荒
井
不
可
志
（
あ
ら
い

ふ
か
し
）
〔
荒
井
街
〕

一
九
一
一

1
一
九
八
七
年

一
九
三
二
年
か
ら
三
五
年
頃

ま
で
「
街
」
を
名
乗
る
。

一
九
一
一
年
、
広
島
市
に
生
ま
れ
る
。
二
九
年
、
広
島

市
立
商
業
学
校
卒
業
。
荒
井
の
最
初
期
の
出
品
歴
と
し
て

52 

は、

二
九
年
の
第

一
四
回
広
島
県
美
術
協
会
展
（
以
下
県
美
展
と
表
記
）
に
あ

た
る
昭
和
美
展
に
出
品
し
た
《
静
物
》
が
あ
げ
ら
れ
る
。一
一一
一一
年
、
第
二
回
独

立
展
に
出
品
し
た
《
或
る
製
氷
会
社
》
で
初
入
選
。
三
二
年
一

一
月
、
広
島
洋

画
協
会
結
成
に
参
加
。
同
会
の
会
員
は
中
央
の
団
体
展
に
入
選
し
た
者
に
限
ら

れ
て
お
り
、
広
島
洋
画
界
の
中
で
ま
さ
に
実
力
者
の
集
ま
り
で
あ
っ
問
。
図
8



は
同
協
会
の
忘
年
会
で
の
写
真
で
あ
る
が
、

後
列
右
か
ら
三
人
目
に
荒
井
が
写
っ
て
い

る

戦前呉市における洋画団体の変遷と創作動向 呉独立美術研究会とその周辺

二三
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
第

一
八
岡
県

美
展
に

《風
景
》
他

一
点
を
推
薦
出
品
。
同

年
一

O
月
、
広
島
洋
画
協
会
第
二
回
展
覧
会

に

《風
景
》
を
出
品
。
同
年

一二
月
、
広
島

新
油
絵
展
で
独
立
展
系
の
亀
崎
頼

一
、
辻
潔
、

秦
研
次
郎
ら
と
共
に
出
品
。
三
四
年
、
第
四
回
独
立
展
に

《海
浜
の
山
》
を
出

品
。
翌
年
、
第
五
回
独
立
展
に

《山
》
を
出
品
。
三
五
年
、
第
一
二
回
県
美
展

に
無
鑑
査
出
品
。
三
七
年
、
第
七
回
独
立
展
に

《
海
浜
》
を
出
品
し
て
い
る
。

井
は
三
七
年
ま
で
呉
市
で
の
美
術
展
で

以
上
の
よ
う
な
堂
々
た
る
画
歴
を
も
っ
て
呉
独
立
に
参
加
し
て
い
る
が
、
荒

t

虫回第

は
出
品
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、

三
六
年

頃
、
務
め
て
い
た
芸
備
銀
行
（
現
広
島

銀
行
）

の
転
勤
に
よ
り
呉
市
に
移
住
し

た
と
思
わ
れ
る
。
呉
独
立
が
主
催
し
た

九
回
全
て
の
展
覧
会
に
出
品
を
続
け
て

お
り
、
荒
井
も
同
会
の
中
心
的
存
在
で

あ
っ
た
。
図
9
は
四

一
年
の
第

一一

回

独
立
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品

《
風
景
》

図9

が
多
く
見
ら
れ
る
。

で
あ
る
。
呉
独
立
時
代
の
荒
井
の
作
品
に
は
海
辺
の
風
景
を
題
材
に
し
た
作
品

広島洋画協会忘年会

・
空
野
洲
絵
人
（
そ
ら
の
す
え
と
）
〔
八
百
蔵
（
や
お
ぞ
う
）
〕

一
九

一
六
年
八
月
二
四
日
1
一
九
九
三
年
五
月

一
七
日

本
名
は
末
人

（す
え
と
）
。
戦
前
は
「
洲
絵
人
」
。
戦
後

図8

を
名
乗
っ
た
。

一
九
六
二
年
ま
で
は
「
末
人
」
。
六
三
年
頃
か
ら
「
八
百
蔵
」

一
九

一
六
年
、
安
芸
郡
警
固
屋

町
（
現
呉
市
警
固
屋
）
に
生
ま
れ

る
。
三
四
年
、
上
阪
し
大
阪
独
立

美
術
学
校
に
学
ぶ
、

三
七
年
、
第

七
回
独
立
展
に

《
か
ぼ
ち
ゃ
畠
と

イ
ガ
茄
子
》
（
図
叩
）
を
出
品
し

初
入
選
。
同
年
、
呉
独
立
第

一
回

新
作
発
表
展
に
出
品
。
そ
の
後
、

空野洲絵人（八百蔵）〈かぼちゃ畠

とイガ茄子＞1937年第7回独立

展
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図10

上
京
し
以
後
四

0
年
間
東
京
に
住
む
。
四
三
年
五
月

一
日
か
ら
三
日
ま
で
呉
新

聞
社
に
お
い
て
、
呉
市
で
初
め
て
の
個
展
を
聞
く
。
石
原
産
業
客
員
と
し
て
シ

ン
ガ
ポ
l
ル
を
本
拠
地
と
し
て
南
方
諸
地
域
を
旅
し
て
、

二
年
間
取
材
。
終
戦

を
迎
え
る
。
戦
後
、
独
立
賞
を
受
け
独
立
展
審
査
員
を
務
め
る
な
ど
、
呉
独

立
メ
ン
バ
ー
中
で
最
も
名
前
を
知
ら
れ
て
い
る
画
家
で
あ
る
が
、
小
学
校
三
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年
よ
り
鎌
田
知
治
に
デ

ッ
サ
ン
を
教

わ
っ
て
お
り
、
呉
独
立
に
は
、

三
七

年
の
第

一
回
展
か
ら
四

O
年
の
紀
元

二
千
六
百
年
奉
祝
独
立
美
術
展
覧
会

ま
で
六
回
出
品
し
て
い
る
。
上
京
後
も

呉
独
立
へ
出
品
を
続
け
、
出
品
し
て

い
な
い
時
に
も
呉
独
立
と
の
関
係
を

ン保
ノく つ

l て

のす
人フ也

で孟
あ E
つ同
同l

たB会
の
図中
11 心
はメ
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空野洲絵人（八百蔵）〈室戸印象〉

1938年 第8回独立展

図11

三
八
年
、
第
八
回
独
立
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品

《室
戸
印
象
》
で
あ
る
。
波
の

形
は
意
匠
化
さ
れ
、
樹
木
や
花
が
波
聞
か
ら
生
え
出
て
く
る
と
い
う
非
現
実
的

空
間
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
独
立
展
で
流
行
し
て
い
た
シ
ユ
ル
レ
ア

リ
ズ
ム
の
影
響
が
う
か
が
え
る
と
も
言
え
る
が
、
空
野
の
頭
の
中
に
あ
る
室
戸

き
る
の
で
は
な
い
か
。

仰
の
印
象
を
キ
ユ
ビ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
意
匠
化
し
た
作
品
と
見
る
こ
と
も
で

一王
重
志
（
さ
ん
の
う
し
げ
し
）
生
没
年

出
生
地
不
明

呉
独
立
に
は
、
第
一
回
展
か
ら
紀
元

二
千
六
百
年
奉
祝
独
立
美
術
展
覧
会
ま
で

六
回
の
展
覧
会
に
出
品
。
独
立
展
の
入

選
歴
は
な
い
。
呉
海
軍
建
築
部
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
、

一
九
四
O
年
に
絵

の
勉
強
の
た
め
に
上
京
し
た
と
い
う
こ
と
し
か
わ
か

っ
て
い
な
い
。
独
立
展

へ
の
入
選
歴
が
な
い
た
め
作
品
の
手
が
か
り
は
無
い
が
、
仲
里
子
わ
d

こ

as凋
E
t

－d’－，M
首・

『呉
新
聞
」

一
九
三
九
年
六
月
二
五
日
第

一
面
に
三
王
の
ス
ケ
ッ
チ

《初
夏
の
海
》
（図
ロ
）

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
吉
田
宗

一

（よ
し
だ
そ
う
い
ち

〔む
ね
い
ち
〕
）

生
没
年

・
出
生
地
不
明

呉
独
立
に
は

一
九
三
八
年
七
月
の
第
三
回
新
作
発
表
会
展
か
ら
四

O
年
の
紀

元
二
千
六
百
年
奉
祝
独
立
美
術
展
覧
会
ま
で
四
回
出
品
し
て
い
る
。
独
立
展
に

は
第
三
回
、
第
五
回
か
ら
一
四
固
ま
で
連
続
入
選
し
て
い
る
。

吉
田
宗

一

（以
下
宗

一
と
表
記
）
に
つ
い
て
も
不
明
の
点
が
多
い
。
宗
一

は

54 

呉
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
画
家
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
宗

一

は
呉
独
立
が
発
足
し
た
三
六
年
夏
以
前
の
三
年
前
の
第
三
回
独
立
展
に
す
で
に

入
選
し
て
お
り
、

三
六
年
以
前
か
ら
呉
市
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
且
ハ
独

立
の
第

一
回
展
か
ら
出
品
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
三
五
年
の
第
五
回

独
立
展
出
品
時
の
住
所
は
「
岡
山
市
大
供
」、
翌
年
第
六
回
独
立
展
出
品
時
の

住
所
は
「
岡
山
県
浅
口
郡
船
穂
村
」
に
な

っ
て
お
り
岡
山
県
出
身
で
あ
ろ
う

か
。
宗

一
の
呉
市
で
の
勤
務
先
で
あ
っ
た
福
屋
（
百
貨
店
）
呉
店
は
三
五
年
四

月
一
日
に
開
店
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

三
七
年
終
わ
り
頃
か
翌
年
に
同
店
で
勤

務
す
る
た
め
呉
市
に
移
り
住
み
呉
独
立
に
入
会
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

図12

れ
る
。



四
O
年
五
月
に
広
島
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
フ
オ
ル
ム
美
術
協
会
展
（
図

日
）
の
記
念
写
真
の
最
後
列
左
端
に
宗
一
が
写
っ
て
い
る
。
フ
オ
ル
ム
美
術
協

会
は
三
八
年
に
山
路
商
等
に
よ
り
広
島
市
で
結
成
さ
れ
、
同
会
は
山
路
の
「
周

辺
作
家
、
及
び
弟
子
に
近
い
人
間
を
集
め
た
グ
ル

l
均」

で
あ
り
、
宗

一
は
山

戦前呉市における洋画団体の変遷と創作動向 呉独立美術研究会とその周辺一

路
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第3回フォルム美術協会展

1940年

図13

吉田宗一〈尾道風景）1941年

第11回独立展

図14

こ
の
写
真
に
写
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
宗

一
は
四

O
年
頃
転
勤
等
に
よ
り
呉
市

か
ら
広
島
市
に
移
住
し
た
と
思
わ
れ
る
。
戦
災
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
戦
後
に
宗

一
の
活
動
を
示
す
資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

・
吉
田
務
（
よ
し
だ

つ
と
む
）

月
一
凹
日

一
九

一一一一
年
、賀
茂
郡
仁
方
西
神
町

（
現
呉
市
仁
方
西
神
町
）
に
生
ま
れ
る
。

一
九

二
二
年
二
月
一一
六
日

1
一
九
四
五
年
六

仁
方
高
等
尋
常
小
学
校
卒
業
、
広
島
県
福

山
師
範
学
校
（
三
二
年
四
月
に
広
島
県
師

範
学
校
に
統
合
）
入
学
、
同
校
を
卒
業
。

広
尋
常
小
学
校
、

仁
方
尋
常
小
学
校
に
教

諭
と
し
て
勤
務
す
る
が
、
務
の
娘
が
仁
方

尋
常
小
学
校
に
入
学
し
た
た
め
、
同
じ
学

校
に
娘
と
い
る
の
は
良
く
な
い
と
の
考
え
か
ら
、
教
諭
を
辞
め
て
広
に
あ
っ
た

海
軍
第
一

一
空
廠
会
計
課
に
勤
務
す
る
。
そ
の
後
、
同
廠
で
収
賄
事
件
が
起
こ

機
に
体
調
を
崩
し
、

り
、
会
計
課
員
全
員
が
憲
兵
隊
に
よ
っ
て
厳
し
い
取
り
調
べ
を
受
け
た
の
を
契

四
五
年
六
月
に
三
二
歳
で
死
去
し
て
い
る
。

回
展
ま
で
の
六
回
出
品
し
て
い
る
。

呉
独
立
に
は
三
七
年
の
第
一

回
展
と
三
九
年
の
第
五
回
展
か
ら
四
三
年
第
八

独
立
展
へ
は
第

一一

回
展
か
ら
第

一
四

回
展
ま
で
四
団
連
続
し
て
入
選
し
て
い

る
。
『
呉
新
聞
』

一
九
三
九
年
五
月
二
七

日
第
二
面
の
呉
独
立
第
五
回
展
の
紹
介
記

事
の
な
か
で
吉
田
務
に
つ
い
て
「
ア
ブ
ス

ト
ラ
ク
ト
派
の
奇
才
」
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
、
遺
族
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ

がる
多と
か、
つ 図
fこ 15
ょに
うみ
だ8ら
。 れ

る
よ

つ
な
風
景
画
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吉田務〈無題〉制作年不詳個人蔵図15
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呉
独
立
に
は
、

木
村
成
美
（
き
む
ら
し
げ
み
）
生
没
年

・
出
生
地
不
明

一
九
三
六
年
の
第
五
回
展
か
ら
四
三
年

の
第
八
回
展
ま
で
五
回
出
品
し
て
い
る
。
独
立
展
へ
は

あ
る
。
『
呉
新
聞
」

四
一
年
の
第
一
一
回
展
と
翌
年
第

一一

一
回
展
に
入
選
歴
が

一
九
四
一
年
三
月
五
日
に
木
村
に
つ

い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「な
か
で
も
今
回
初
入
選
の
木
村
成
美
氏
は
、
医
学
博
士
と
い
ふ
立
派
な
一肩一

書
き
の
内
科
の
お
医
者
さ
ん
で
畠
違
い
で
は
あ
る
が
、
洋
画
も
シ
ュ

l
ル
・
リ

ア
リ
ズ
ム
の
研
究
な
ど
に
は
特
に
熱
心
で
造
詣
が
深
く
、
ま
た
か
つ
て
マ
ン
ド

リ
ン
倶
楽
部
な
ど
も
主
宰
し
て
い
た
と
い
ふ
音
楽
家
で
、
全
く
芸
能
的
才
能
に

恵
ま
れ
て
お
り
、
呉
独
立
美
術
研
究
会
で
の
理
論
的
指
導
者
で
あ
る
」

版
が
僅
か
に

「呉
新
聞
』

戦
後
、
木
村
も
活
動
を
示
す
資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
木
村
の
作
品
図

展
の
記
事
に
第
一
一
回

独
立
展
に
出
品
し
た
作

品

《樹
木
》
の
図
版
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
呉
独
立
会

員
と
し
て
水
本
清
、
藤

本
幸
子
の
二
人
と
も
に

経
歴
は
全
く
分
か
ら
な

一
九
四
二
年
四
月
二
七
日
第
二
面
の
呉
独
立
第
七
回

木村成美〈樹木）1941年

第11回独立展

図16

ぃ
。
ま
た
独
立
展
へ
の
入
選
歴
が
無
く
作
品
図
版
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

広
島
県
の
視
野
か
ら
独
立
展
系
地
方
組
織
と
し
て
呉
独
立
を
位
置
付
け
て
み

る
と
、
呉
独
立
を
除
く
広
島
県
に
お
け
る
独
立
展
系
画
家
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展

は

一
九
四
O
年
二
月
、
独
立
美
術
協
会
広
島
支
部
に
よ
る
独
立
美
術
展
ま
で

み
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
、

四
二
年

一一

月
広
島
独
立
作
家
協
会
秋
季
展
な
ど
が

み
ら
れ
る
が
、
継
続
的
な
組
織
と
し
て
は
六
二
年
の
広
島
独
立
ク
ラ
ブ
の
創
立

ま
で
待
た
な
く
て
は
い
け
な
い
。

全
国
的
に
み
て
も
呉
独
立
（
一
九
三
六
年
）
よ
り
早
い
創
立
の
地
方
組
織
は
、

三
岸
好
太
郎
ら
に
よ
る
北
海
道
独
立
美
術
作
家
協
会

（三
三
年
）、
横
浜
新
興

美
術
協
会
（
一一
二
年
）
、須
田
園
太
郎
ら
に
よ
る
独
立
美
術
京
都
研
究
所

（一一二

年）
、
独
立
美
術
大
阪
研
究
所

（一一
二
年
）
、
児
島
善
三
郎
の
出
身
地
福
岡
の
福
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岡
独
立
作
家
協
会

（
三
三
年
）
、
海
老
原
喜
之
助
の
出
身
地
鹿
児
島
の
独
立
鹿

児
島
美
術
作
家
協
会
（
三
三
年
）
で
あ
り
、
大
都
市
の
集
ま
る
首
都

・
近
畿
圏

以
外
で
は
、独
立
美
術
協
会
創
立
会
員
や
有
力
会
員
の
出
身
地
で
あ
る
北
海
道
、

福
岡
、
鹿
児
島
だ
け
で
あ
る
。

呉
独
立
の
活
動
期
で
あ
る

一
九
三
六
年
か
ら
四
三
年
の
独
立
展
は
、
設
立
当

初
の
前
衛
性
は
や
や
薄
れ
て
い
た
と
は
い
え
先
進
的
な
表
現
が
行
わ
れ
て
お

り
、
新
聞
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
呉
独
立
関
連
の
記
事
に
は

「異
彩
を
放
つ
」
と

い
っ
た
見
出
し
が
つ
け
ら
れ
、
中
央
画
壇
に
お
け
る
先
進
的
な
絵
画
表
現
を
呉

地
域
に
紹
介
し
た
意
義
は
大
き
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
前
の
独
立
展
に
お
け
る
大
き
な
ム
l
ブ
メ
ン
ト
の
一
つ



で
あ
っ
た
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
的
傾
向
が
、
呉
独
立
メ
ン
バ
ー
の
作
品
に
若
干

は
み
ら
れ
る
も
の
の
大
き
く
発
展
し
な
か
っ
た
の
は
軍
港
都
市
で
あ
る
が
ゆ
え

の
限
界
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

戦前呉市における洋画団体の変遷と創作動向 一 呉独立美術研究会とその周辺一

5
・
戦
前
に
来
広
し
た
独
立
美
術
協
会
の
画
家
と
そ
の
影
響

独
立
美
術
協
会
に
お
い
て
大
家
的
な
存
在
で
あ
っ
た
清
水
登
之
は
、

一
九
三
三
年
一

O
月
に
広
島
市
に
お
い
て
清
水
登
之
・鈴
木
亜
夫
洋
画
展
覧
会
、

同
年

一一

月
に
清
水
登
之
広
島
風
景
並
に
肖
像
画
展
を
開
催
し
て
い
る
。
三
四

年
五
月
に
は
、
第
四
回
独
立
展
の
移
動
展
が
初
め
て
広
島
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

同
時
に
、
清
水
登
之
・
小
島
善
太
郎

・
児
島
善
三
郎

・
三
岸
好
太
郎

・
中
山
巌

ら
の
講
演
会
も
聞
か
れ
て
い
る
。
こ
の
時
清
水
登
之
は
、
独
立
美
術
協
会
設
立

趣
旨
で
あ
る
独
立
宣
言
や
同
会
の
目
標
、
同
会
に
お
け
る
創
作
動
向
な
ど
に
つ

い
て
連
載
記
事
を
芸
備
日
日
新
聞
に
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
清
水
登
之
の
活

動
は
そ
の
当
時
の
広
島
や
呉
の
画
家
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
思
わ

（担）

れ
る
。

前
述
の
と
お
り
字
根
元
警
は

一
九
三
二
年
に
上
京
し
清
水
登
之
に
師
事
し
て

い
る
。
ど
の
様
な
経
緯
で
字
根
元
が
清
水
登
之
に
師
事
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
宇
根
元
が
呉
市
在
住
時
に
属
し
て
い
た
ポ
ベ
ニ
エ
会
の
創
設
者
の

一
人

で
あ
る
青
木
実
が
三
四
年
に
亡
く
な

っ
た
時
に
、
同
会
展
に
お
い
て
青
木
が
収

集
し
て
い
た
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
展
示
さ
れ

た
の
は
南
葉
造
四
点
、
清
水
登
之
四
点
、
中
村
不
折
二
点
の
計

一
O
点
で
あ
っ

た
。
南
は
青
木
と
は
広
島

一
中
時
代
に

一
級
上
の
同
窓
生
の
間
柄
で
あ
り
南
の

四
点
は
当
然
で
あ
る
が
、
清
水
も
南
と
同
数
収
集
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
当

時
、
清
水
が
広
島
・
呉
の
美
術
界
と
関
わ
り
を
も
っ
て
お
り
、

青
木
も
清
水
を

評
価
し
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
ポ
ベ
ニ
エ
会
に
属
し
て
い
た
宇
根

元
や
呉
独
立
会
員
達
も
強
い
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
広
島
を
来
訪
し
呉

・
広
島
の
美
術
界
に
影
響
を
与
え
た
独
立
美
術
協

会
の
画
家
と
し
て
は
田
中
佐

一
郎
が
い
る
。
＝
二

年
四
月
に
、
広
島
市
で
設
光
、

井
上
長
三
郎
、
加
藤
一
也
、
休
場
実
、
横
山
重
夫
、
峰
村
リ
ツ
子
、
田
中
佐

一
郎、

槍
山
美
雄
と
美
術
家
協
会
展
を
開
催
し
て
い
る
。三
九
年

一一

月
に
佐

一
郎
は
、

広
島
市
の
出
版
社
で
あ
る
実
現
社
の
主
催
で
京
都
の
陶
芸
家
宇
野
三
吾
と
二
人
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展
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
同
社
で
田
中
佐

一
郎
を
迎
え
て
座
談
会
が
開

（剖
）

か
れ
、
広
島
市
だ
け
で
な
く
呉
市
か
ら
の
同
好
者
も
参
会
し
て
い
る
。
原
資
料

を
特
定
で
き
な
い
が
、
呉
市
史
編
さ
ん
資
料
の
中
に
、

四
O
年
始
め
頃
と
推
定

さ
れ
る
長
田
健
雄
に
よ
る
前
年
の
呉
画
壇
を
回
顧
し
た
新
聞
記
事
「
呉
画
壇
を

語
る
」
の
切
り
抜
き
の
中
に
「
独
立
美
術
の
田
中
佐

一
郎
画
伯
が
ヒ
ヨ

ツ
コ
リ

と
来
呉
さ
れ
た
。
こ
の
芸
術
家
は
清
談
幾
夜
、
間
も
な
く
帰
京
さ
れ
た
が
、
甚

だ
よ
い
印
象
を
あ
た
へ
ら
れ
た
や
う
に
思
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
田
中
佐

一

郎
は
前
述
の
展
覧
会
及
び
座
談
会
開
催
の
時
に
呉
を
訪
問
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
田
中
佐

一
郎
の
戦
前
の
制
作
と
思
わ
れ
る
小
品
（
図
口
）
が
呉
市
内
の
個

人
宅
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
に

「音
戸
瀬
戸

田
中
佐

一
郎
」
の
サ
イ
ン
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が
記
さ
れ
て
い
る
が
制
作
年
の
サ
イ
ン
は
無
い
。
所
蔵
者
の
母
は
田
中
佐
一
郎

と
同
じ
京
都
出
身
で
、
そ
の
兄
が
京
都
で
新
聞
記
者
を
し
て
い
た
関
係
で
、
佐

一
郎
の
絵
を
預
か
っ
て
売
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
同
家
に
残
さ
れ
て
い
る
。
呉

市
内
の
あ
る
名
士
の
求
め
に
よ
り
佐
一
郎
に
帯
の
絵
を
依
頼
す
る
仲
介
を
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
、
呉
市
と
佐

一
郎
の
繋
が
り
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

何
年
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
所
蔵
者
が
ま
だ
幼
い
頃
に
佐
一
郎
が
同
家
を
訪

語
る
証
拠
で
あ
る
。

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
呉
市
と
佐
一
郎
の
関
係
を
物

田中佐一郎｛音戸瀬戸｝制作年不詳

個人蔵下段は向上裏面サイン

図17

呉
独
立
主
催
の
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
独
立
美
術
展
に
お
け
る
出
品
作
家
の

う
ち
、
佐
一
郎
は
《
支
那
山
岳
風
》
《
露
営
火
》《
軍
馬
装
蹄
》
な
ど
三
八
年
に

従
軍
画
家
と
し
て
中
国
大
陸
で
取
材
し
た
と
思
わ
れ
る
新
作
が
九
点
と
他
の
画

家
よ
り
多
く
出
品
さ
れ
て
い
る
。
四
O
年
発
刊
の

「独
立
美
術
十
周
年
記
念
画

集
」
に
《
露
営
火
》
の
図
版
（
回
目
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
呉
市
で
の
出
品

目
録
に
も
同
名
の
作
品
が
あ
り
、
同

一
作
品
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
空
野
の
経
歴
に
、
独
立
展
に

初
入
選
し
た
三
七
年
の
項
に
田
中
佐

一
郎
に
師
事
と
あ
る
。
こ
の
頃
に
も

あ
る
い
は
佐

一
郎
は
来
呉
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
問
中
佐

一
郎
も

ま
た
当
時
の
広
島

・
呉
の
画
家
た
ち

に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

田中佐一郎〈露営火〉図18

6
．
呉
市
の
文
化
的
特
性
と
呉
独
立
美
術
研
究
会
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戦
前
の
呉
市
洋
画
壇
の
隆
盛
の
要
因
に
は
、
第

一
に
一
九
三
六
年
の
満
州
事

変
以
降
の
軍
事
費
の
膨
張
に
と
も
な
う

「呉
廠
景
気
」
と
い
わ
れ
る
、
呉
海
軍

工
廠
な
ど
軍
需
産
業
を
中
心
と
し
た
好
景
気
、
第
二
に
は
第

二
章
及
び
第
五
章

で
述
べ
た
青
木
実
の
よ
う
な
呉
市
で
活
動
す
る
画
家
達
を
支
え
た
文
化
人
の
存

在
が
あ
る
。
し
か
し
戦
時
期
に
お
け
る
呉
で
の
展
覧
会
は
四
四
年

一
一
月
ま
で

開
催
さ
れ
て
お
り
、
前
述
の
要
因
だ
け
で
は
終
戦
前
年
の
終
わ
り
頃
ま
で
画
家

達
や
美
術
団
体
が
活
動
し
て
い
た
と
い
う
事
実
ま
で
は
説
明
出
来
な
い
よ
う
に

（訂）

思
わ
れ
る
。

『呉
市
の
展
望
」
（芸
備
観
光
地
誌
社

一
九
五
二
年
）
の
中
で
、
発
刊
当
時
、



呉
新
劇
協
会
会
長
及
び
呉
市
文
化
団
体
連
合
会
長
で
あ
っ
た
高
坂
利
雄
氏
が

「
呉
文
化
を
描
く
」
と
題
し
て
軍
港
都
市
で
あ
る
が
ゆ
え
の
戦
前
に
お
け
る
呉

市
の
文
化
的
特
性
に
つ
い
て
、
当
時
の
呉
市
で
生
活
し
て
い
た
者
と
し
て
の
実

戦前呉市における洋画団体の変遷と創作動向 一 呉独立美術研究会とその周辺

感
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
前
述
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
が
あ
る
。

「
呉
市
が
軍
港
の
開
設
に
よ
っ
て
発
展
し
た
土
地
で
あ
る
の
で
、
終
戦
の
年

ま
で
総
べ
て
に
百
一っ
て
海
軍
と
共
に
在
っ
た
と
云
う
事
は
否
定
で
き
な
い
。
市

民
の
文
化
活
動
｜
こ
こ
で
は
芸
術
面
に
極
限
す
る
が
も
、
こ
の
範
囲
か
ら
脱

け
出
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
よ
り
も
却
っ
て
そ
の
為
に
奔
放
な
ノ

ビ
ノ
ピ
し
た
発
展
が
で
き
な
か
っ
た
と
云
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
枚
の
写
真
を
と
る
に
も
要
塞
地
帯
取
締
法
令
は
身
の
縮
む
思
い
を
さ

一
枚
の
絵
を

描
き
、

せ
た
し
、
検
閲
の
矢
鱈
な
厳
し
さ
は
演
劇
一
本
の
上
演
に
も
、
何
を
選
ぶ
か
と

云
う
最
初
の
段
階
で
い
じ
け
た
態
度
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
・
：
〈
中
略
〉

然
し
乍
ら
、
そ
の
永
い
問
（
明
治
二

一
年
呉
鎮
守
府
開
設
以
来
昭
和
二

O

年
ま
で
の
六

0
年
間
）
雑
然
と
他
の
土
地
か
ら
集
ま
り
住
ん
で
来
て
定
着
し
た

大
半
の
市
民
層
の
中
に
は
、
意
識
す
る
と
し
な
い
と
に
拘
わ
ら
ず
、
雑
草
的
な

一
種
の
遣
し
さ
を
内
に
抱
き
乍
ら
、
兎
に
角
芸
術
運
動
を
続
け
て
き
た
人
々
が

あ
っ
た
事
は
事
実
で
あ
り
、
特
に
軍
の
厭
政
下
に
あ
っ
て
最
も
困
難
祝
さ
れ
た

前
記
の
絵
画
、
演
劇
が
、
最
も
秀
れ
た
運
動
を
展
開
し
た
こ
と
は
、
踏
ま
れ
る

が
故
に
強
い
雑
草
的
な
遣
し
さ
の
現
れ
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
と
思
う
。
〈後

（担）

略〉」私
は
、
こ
の
考
え
を
も
う

一
歩
進
め
て
、
前
掲
資
料
中
に
あ
る
呉
市
の
文
化

的
特
性
と
し
て
「
意
識
す
る
と
し
な
い
と
に
拘
わ
ら
ず
、
雑
草
的
な

一
種
の
逗

し
さ
を
内
に
抱
」
い
て
い
た
こ
と
と
、
新
し
い
日
本
絵
画
の
創
出
の
た
め
に
無
名

の
画
家
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
も
う
と
し
た
独
立
美
術
協
会
の
在
野
精
神

と
が
適
合
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
写
生
の
制
限
な
ど
画
家
に
と
っ
て
不
利
な
状
況

下
に
あ
っ
た
呉
市
に
独
立
展
系
団
体
が
芽
生
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

呉
独
立
は
、

一
九
三
六
年
夏
頃
結
成
さ
れ
、

三
一
七
年
か
ら
四
三
年
の
六
年
間

に
九
回
の
展
覧
会
を
主
催
し
た
。
第

一
一・

一二
回
独
立
展
で
は
、
広
島
県
出

身
出
品
者
一

二

人
中
七
人
が
呉
独
立
会
員
で
あ
っ
た
。
呉
市
出
身
者
ま
で
範
囲
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を
広
げ
れ
ば
一

O
人
と
高
い
割
合
で
あ
り
、
呉
独
立
会
員
全
員
が
入
選
す
る
な

ど
高
い
水
準
に
あ
っ
た
。
広
島
県
に
お
い
て
呉
独
立
の
よ
う
な
独
立
展
系
画
家

に
よ
る
継
続
的
な
活
動
は
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
他
に
見
ら
れ
な
い
、
全
国
的
に

も
早
い
時
期
の
結
成
で
あ
っ
た
。

以
上
、
呉
独
立
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
本
稿
の
調
査
に
よ
っ
て
或
る
程
度

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

戦
前
の
呉
市
に
独
立
展
系
の
画
家
集
団
が
い
た
こ
と
は
、

い
ま
で
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。
創
作
活
動
が
困
難
な
軍
港
都
市
呉
市
に
あ
っ
て
、
活
発
な

活
動
を
展
開
し
て
い
た
呉
独
立
美
術
研
究
会
に
つ
い
て
、
呉
市
の
美
術
史
に
お

い
て
後
世
に
残
す
べ
き
事
項
と
し
て
資
料
等
に
よ
り
跡
ε
つ
け
た
。
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、王（1
）

『呉
日
日
新
聞
』
一

九
二
七
年
二
月
一
九
日
第
五
而

（2
）

『呉
新
聞
』
一

九
一一一一

年

一
月
一一一一一
日
第
二
面

（3
）
一

九
三
O
年
六
月
に
閃
か
れ
た
第
二
回
洋
画
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト
展
に
は
、

企

山
路
商

《花
V

A

少
年
の
顔
》《
街
景
》
企
毅
光

《花
》
企
槍
山
武
夫

《花
》《
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
》（
現
広
島
県
立
美
術
館
所
蔵
）

《構
内
》《
風
景
》
企
福
井
芳
郎

《風
景
》

《
ク
ロ
ァ
キ
l
A
X
同
B
》な
ど
広
島
市
の
画
家
の
作
口
聞
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。（「
呉

新
聞
』

一
九
三
O
年
六
月
二
二
日
第
一
面
）

（4
）

一
九
一二一一
年
一

O
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
海
港
美
術
展
覧
会

（図
1
）
に
は
、

企
山
路
商

《
T
型
定
規
の
あ
る
静
物
》《
大
連
風
景
》、
企
槍
山
武
夫

《機
関
庫
》、

が
出
品
さ
れ
て
い
る
o

（『
呉
新
聞
」
一

九
三
二
年

一
O
月
九
日
第
三
面
）
な
お
、

現
在
こ
れ
ら
は
広
島
県
立
美
術
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

（5
）

『呉
新
聞
」

一
九
三
七
年
五
月
二
五
日
第
二
面

（6
）

呉
新
聞
は

一
九
二
五
年
に
中
国
新
聞
を
母
体
と
し
て
発
刊
を
開
始
。
呉
新
聞
社

は
中
国
新
聞
社
呉
支
局
と
同
社
屋
内
に
お
か
れ
、
呉
市
及
び
付
近
町
村
の
記
事
に

力
を
入
れ
て
い
た
。
社
屋
は
四
五
年
に
呉
空
襲
で
焼
失
し
た
た
め
休
刊
。
四
八
年

に
中
国
新
聞
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。（
「中
国
新
聞
八
十
年
史
』
中
国
新
聞
社
史

編
纂
委
員
会

一
九
七
二
年
九
八
頁
、

一
五
二
1
一
五
三
頁
）

（7
）

『呉
新
聞
』
一

九
四
O
年
三
月
一
日
第
二
面
・

二
日
第
二
面

（8
）

「呉
新
聞
』
一

九
四
O
年

一一

月

一
日
第
二
而、

「独
立
美
術
協
会
小
史
」（
独
立

美
術
協
会
ホ
l
ム
ペ

1
ジ）

（9
）

「呉
新
聞
』
一

九
四
O
年

一一

月
一
日
第
二
面

（
日
）
出
原
均
一
編
「
年
譜
」
（
図
録

『広
島
の
美
術
の
系
譜
！
戦
前
の
作
品
を
中
心
に
」

広
島
市
現
代
美
術
館

一
九
九

一
年）
。
戦
前
の
独
立
展
に
出
品
し
た
呉
市
出
身
画
家

に
は
宇
根
元
警
の
ほ
か
に
、

二一
好
光
志
、
岡
部
繁
夫
、
常
安
静
人
（
生
ま
れ
は
現

庄
原
市
）
が
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
省
略
す
る
。

（日
）
『
呉
市
史
』
第
五
巻
四
四
二
頁

（
ロ
）
『
呉
新
聞
』
一

九
四
O
年
三
月

一一一
日
第
二
面

（日）

『中
国
新
聞
」
一

九
四
三
年
五
月

一
五
日
第
四
面

一呉
版
】

（M
）
大
谷
省
五
日
「
地
平
線
の
夢
序
論
」
（
図
録

『地
平
線
の
夢

幻
想
絵
画
』
東
京
国
立
近
代
美
術
館
二

O
O
三
年
）

昭
和

一
0
年
代
の

（
日
）
前
掲
出
原
均
編
「
年
譜
」

（日）

『呉
新
聞
』

一
九
四

一
年
三
月
五
日
第
二
面

（口）

『呉
新
聞
」

一
九
三
九
年
六
月
二
五
日
第

一
面、

「同
」

日
第
二
而

（時）

『近
代
日
本
ア
l
ト
・
カ
タ
ロ
グ

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
独
立
美
術
協
会
目
録
編
第

一
i
三
巻
』
東
京
文
化
財
研
究
所
編
纂
ゆ
ま
に
書
房
二

O
O
四
年
、

『呉
新
聞
』

一
九
三
一
九
年
六
月
一一一
一
一
日
第
一
面
、

「一裕
屋
五
十
年
史
』
福
屋
社
史
編
集
委
員
会
編

一
九
八
O
年
四
七
頁

（M
W
）

出
原
均

「戦
前
に
お
け
る
広
島
美
術
概
観
｜
洋
画
を
中
心
に

」（
前
掲

「広
島

の
美
術
の
系
譜
｜
戦
前
の
作
品
を
中
心
に
』）

（却
）

吉
田
務
の
ご
遺
族
か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
、
務
は
晩
年
に

「寝
込
む
よ
う
に
な
っ

た
時
に
も
、
時
々
起
き
あ
が
っ
て
絵
を
描
い
て
い
た
が
、
人
物
の
目
が
普
通
と
全

然
違
う
位
置
に
描
か
れ
、
務
の
母
は
そ
の
絵
を
見
て
務
は
頭
が
お
か
し
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
思
い
心
配
し
た
そ
う
だ
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
シ
ユ
ル
レ
ア
リ

ズ
ム
あ
る
い
は
抽
象
表
現
に
よ
る
絵
画
も
制
作
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

（幻
）
「
独
立
美
術
協
会
年
表
」「
地
方
・
支
部
活
動
記
録
」
（
『独
立
美
術
協
会
八

O
周

年
史
』
独
立
美
術
協
会
編
二
O
一
二
年
九
月

一五
日
）

（辺
）

「芸
備
日
日
新
聞
』
夕
刊

一
九
三
四
年
五
月
七
・八
・
九
・

一
0
・
一二
日
の
各
日
第

三
面、

「中
国
新
聞
」

一
九
三
四
年
五
月
三
日
第
七
面

（お）

「呉
新
聞
」

一
九
三
凶
年
四
月
一一一

口
第
三
面、

「青
木
実

（ポ
ベ
ニ
工
会
）
に

つ
い
て
中
野
翠
氏
談
」
（
呉
市
史
編
さ
ん
資
料
）

（
μ
）

「実
現
』
第
二

O
九
号
（
昭
和
一
九
三
九
年

一一

月
号
）
見
聞
頁
、
『同
』
第

二一

O
号

（一

九
三
九
年

二一
月
号
）

一
八
頁

（
お
）
「
互
歩
会
関
係
」
林
義
勇
氏
所
蔵
（
呉
市
史
編
さ
ん
資
料
）

（お）

『呉
市
史
」
第
五
巻
呉
市
役
所

一
九
八
七
年

二
七
二
頁

（幻
）
呉
市
に
お
い
て
確
認
で
き
る
最
後
の
展
覧
会
は
一
九
四
四
年

一一

月
二
五
日
か

ら
二
六
日
に
呉
新
聞
社
で
開
催
さ
れ
た
「
呉
海
洋
美
術
協
会
秋
季
展
」
で
あ
っ
た
。

（「中
国
新
聞
」
一

九
四
四
年

一一

月
二
六
日
第
二
商
）

（
お
）
要
塞
地
帯
取
締
法
は
誤
り
で
、
正
し
く
は
要
塞
地
帯
法
。
ま
た
、
呉
鎮
守
府
開

庁
は
一
八
八
九

（明
治
二
二
）

年
七
月
一
日
で
あ
り
誤
記
で
あ
る
が
、
引
用
文
に

つ
き
原
文
の
ま
ま
所
載
し
た
。

一
九
四
O
年

一

月
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戦前呉市における洋画団体の変遷と創作動向 呉独立美術研究会とその周辺

呉
独
立
研
究
会
会
員
及
び
字
根
元
警
の
生
没
年
、
経
歴
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
文
献

を
参
照
し
た
。
こ
の
他
に
、
鎌
田
知
治
、
鎌
田
功
治
は

『呉
新
聞
」

一
九
三
六
年

四
月
二
五
日
第
三
面
、
吉
田
宗

一
は

『呉
新
聞
』一

九
三
九
年
六
月
一一一一一
日
第

一
面、

荒
井
不
可
志
は
藤
崎
綾
学
芸
員

（広
烏
県
立
美
術
館
）
に
よ
る
ご
教
示
、
吉
田
務

は
聞
き
取
り
に
拠
っ
て
い
る
。

（1
）
「
第
1
部

《
沿
線
美
術
の

一
O
O年
》
出
品
作
家
の
略
歴
」

（図
録

「呉
線
沿
線

の
美
術
』
二

O
O
七
年
呉
市
立
美
術
館
）

（2
）
「
略
歴
」
（
図
録

『一

九
四
O
｜
六
0
年
代

広
島
県
立
美
術
館
）

（3
）

前
掲
出
原
均
編
「
年
譜
」

（4
）

『昭
和
期
美
術
展
覧
会
出
品
目
録
。

央
公
論
美
術
出
版
二
O
O
六
年

※ 

広
島
洋
画
の
粋
』
二

O
O
四
年

戦
前
編
」
東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
中

図
版
出
典

図
7
・8
－
H
は
前
掲

『広
島
の
美
術
の
系
抽
出
、
図
4
・5
－

mは
前
掲

『一

九
四
O

一
六

0
年
代
広
島
洋
画
の
粋
』
、
図
2
は
前
掲

『呉
線
沿
線
の
美
術
』
、
図
日
は

『官

美
術
ひ
ろ
し
ま
』
広
島
文
化
振
興
財
団
、
図
時
は

『独
立
美
術
十
周
年
記
念
画
集
』
東

京
朝
日
新
聞
社

一
九
四
O
年
、
図
6
は

「第

一
O
阿
独
立
展
集
」

一
九
四
O
年
、
図
9
・

U
は

『第
一
一
回
独
立
展
集
」

一
九
四

一
年
、
図
1
・3
・
ロ
－

mは
『呉
新
聞
」
木
村

務
を
除
く
呉
独
立
会
員
顔
写
真
は

『呉
新
聞
」一

九
四

一
年
三
月
五
日
第
二
百
よ
り
収
録
。

図
日
・
げ
と
木
村
務
の
顔
写
真
は
個
人
提
供
に
よ
る
。
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（む
か
い

・
よ
し
な
り
／
呉
市
役
所
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
市
史
編
さ
ん
係
）


